
日本博広報大使に黒柳徹子さんが就任

1月15日(水)に任命式を実施

日本博は、文化庁・日本芸術文化振興会を中心に、関係府省庁や文化施設、地方自治体、民間団体等の関係者
と連携した総力を結集した大型国家プロジェクトであり、 「縄文から現代」及び「日本人と自然」 というコン
セプトの下、 日本が誇る様々な文化、「日本の美」を体現する美術展・舞台芸術公演・文化芸術祭等を展開し
ていくものです。本プロジェクトを広く国内外へ発信することを目的に、2020年1月15日 （水）、女優の黒柳
徹子さんを日本博広報大使として萩生田文部科学大臣より任命しました。

＜黒柳徹子さんプロフィール＞

東京・乃木坂に生まれる。父はヴァイオリニスト、ＮＨＫ交響楽団のコンサートマスター。
トモエ学園から香蘭女学校を経て東京音楽大学声楽科を卒業しＮＨＫ放送劇団に入団。 ＮＨＫ専属のテレビ女優第
１号として活躍。その後、文学座研究所、ニューヨークのMARY TARCAI（メリー・ターサイ）演劇学校などで学
ぶ。アメリカのテレビ番組、ジョニー・カーソンの『ザ・トゥナイト・ショー』など、多くのアメリカのテレビ番
組に出演。また、タイム、ニューズウイーク、ニューヨーク・タイムス、ヘラルド・トリビューン、ピープルなど
に日本の代表女性として紹介される。 日本で初めてのトーク番組『徹子の部屋』は44年目をむかえる。著作『窓ぎ
わのトットちゃん』は800万部というベストセラーの日本記録を達成。アメリカ、イギリスなどの英語圏、ドイツ、
ロシア、中国語圏、アラビア語圏など、35以上の言語に翻訳される。日本語版の印税で社会福祉法人トット基金を
設立。プロの、ろう者の俳優の養成、演劇活動、手話教室などに力を注ぐ。ユニセフ（国連児童基金）親善大使と
してアフリカ、アジアなどを訪問。メディアを通して、その現状報告と募金活動などに従事。 日本ペンクラブ会員。
ちひろ美術館（東京・安曇野）館長。東京フィルハーモニー交響楽団副理事長。日本パンダ保護協会名誉会長など。
文化功労者。

1月15日（水）日本博記者発表会にて
（左から黒柳徹子氏、萩生田文部科学大臣）
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